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I．はじめに
　北方圏生涯スポーツ研究センター（愛称：スポル）は，
平成16年〜20年まで文部科学省高度化推進事業（学術
フロンティア）の採択を受け，平成17年４月に完成した。
　平成23年度〜25年度は，私立大学戦略的研究基盤形
成支援事業の採択を受け，「北海道型スポーツ振興シス
テムの構築」というテーマで，「競技スポーツ」「健康ス
ポーツ」「トータルサポート」の３研究分野において研
究を進めている。
　我々は「トータルサポート」研究分野に所属し，北海
道民が抱える健康問題の改善や冬季スポーツ選手のレベ
ルアップを目的に，スポーツ実施者を総合的に支援する
サポート戦略についての研究を行ってきた。本研究セン
ター内にサポートシステムを整備することで，外部団体
からの要請に応え，遠隔サポートによって地方の積極的
な支援を目指した。
　本研究分野は，住民の健康づくりに関する支援を行う
「健康サポートグループ」と，競技者へのサポート活動
を中心に行う「競技サポートグループ」の２つのグルー
プによって研究を進めてきた。以下に両グループの研究
目的を示す。
１．健康サポートグループ
１）健康相談室の機能を拡大し，参加者へのサポートを
展開する。
２）スポーツ実施者の生活活動や心身に関する情報を集
約・管理し，成果を発信できる仕組みを整える。
３）遠隔地の地域住民を対象としたサポートニーズを把
握する調査とサポート事業を展開する。
２．競技者サポートグループ
１）フィールドテストの力学的メカニズムを解明し，動
的安定性を定量評価する手法を開発する。
２）コアトレーニング効果を検証できる新しいフィール
ドテストを開発し，コーディネーション能力を測定する。
３）本研究成果をトレーナーや選手へフィードバックす
るアカデミックセミナーを開催する。
　本論においては，これまでの両グループのサポート内
容について報告することを目的とする。
Ⅱ．方　法
　平成23年４月〜平成25年12月までのトータルサポート
分野のサポート内容に関し，健康サポート研究グループ
と競技サポート研究グループごとに論述する。
　健康サポート研究グループにおいては，１）健康相談
室を中心とした健康サポート活動，２）スポルクラブ会
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学人間福祉学部福祉心理学科
３）北翔大学生涯学習システム学部学習コーチング学科
４）北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター研究員
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員を対象とした健康・睡眠・食事に関する調査，３）学
生を対象とした食生活状況と調理知識・技術に関する調
査，４）学外における健康サポートについて報告する。
　競技サポート研究グループにおいては，１）体力測定
サポート，２）フィールドテストの実施，３）スキージャ
ンプ競技へのサポート研究，４）スポルアカデミックセ
ミナーの開催，５）冬季スポーツ選手のサポート活動に
ついて報告する。
Ⅲ．結　果
１．健康サポート研究グループ
１）健康相談室を中心とした健康サポート
　スポルクラブ会員並びに学生の健康づくりを運動以外
の側面からも支援するために，北方圏生涯スポーツ研究
センター内に健康相談室を開設した。健康相談室は，明
るく開放的な雰囲気を出すためにガラス張りになってい
る同施設の２階応接室を利用し，相談業務を行うときは
衝立で見えないように配慮した（写真１）。健康相談室
の相談員は，北翔大学の専任教員かつスポルの研究員で
ある５名で構成した。各教員はそれぞれの専門性を活か
し，「食生活，栄養相談（２名）」，「健康づくり，睡眠相
談（２名）」，「心の健康相談（１名）」を担当した。
　平成23年度は，７月から11月にかけて計24回，健康相
談室を開設した（各回の開設時間は約１時間とした）。
相談者がいない日もあったが，概ね１〜４名の相談者が
来室した。平成23年度に相談を受けた内容について表１
にまとめた。スポーツ実施者が多かったためか，深刻な
心の問題に関する相談はほとんどなく，むしろ健康的な
ライフスタイル形成に向けての相談，特に「食生活」に
関する相談事項が多かった。
　健康相談室ではこうした相談業務のほか，文献や料理
サンプルなどの資料を取りそろえ（写真２），健康づく
りに関する情報を発信できる拠点づくりを目指した。相
談業務に併せて，書籍の貸し出し，個々人の相談に応じ
た料理等の紹介，料理サンプルを用いた食生活指導を
行った。加えて，新聞記事等による最新情報の発信を行っ
た。また実践的なサポートの試みも行った。「食」につ
いては，料理中の塩分に関する質問や相談が多かったこ
とから，塩分計を使用して，市販調味料やみそ汁（手作
り）の塩分量を計測するとともに，それを味わい，温度
による塩味の感じ方の違いなどについて体験をする機会
を設けた。その結果，いわゆる市販の「かつおだし」な
どにも塩分が含まれるなど，塩分に関する知識を深める
機会となった。「睡眠」については，腕時計型の測定機
器であるアクティグラフを用いた活動量並びに睡眠の評
価を実施し，結果を還元した。このような実践的なサポー
ト活動は，いずれも参加者に好評であった。
　（1）スポルクラブ会員を対象とした調査
　本研究グループでは，健康問題に合わせた効果的な指
導と健康相談室の利用率アップを目指し，継続的な運動
習慣を有するスポルクラブ会員を対象とした健康・睡眠・
食事に関する調査を実施した。積雪寒冷地域では冬季に
おける身体活動量の減少1）や秋季から冬季にかけての一
過性の気分障害とこれに伴う非活動化2）が問題となって
いる。そこで本調査では，平成23年５−６月（日照時間
が長くなる時期）と11−12月（日照時間が短くなる時期）
に同じ調査を２回行い，季節による変動についても検討
写真２　料理サンプル例
写真１　健康相談室の外観
表１　平成23年度の相談内容
１．食生活相談
　・外食が多い夫のための食事内容について
　・高血圧の家族のための食事内容について
　・塩分が少ない料理について
　・油脂を使用しない調理法について
　・発酵食品の利用方法（塩麹の作り方，使い方）について
　・食事バランスガイドについて
　・貧血等の持病に対応した食について
２．睡眠相談
　・生活の夜型化，不規則化の矯正方法について
　・昼寝の方法について
３．その他
　・心電図について
　・ストレッチの方法について
　・体力測定結果の見方について
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した。５−６月の調査では154名，11−12月の調査では
164名，合計318名より回答を得た。
　平成24年度は，前述したアンケート調査の解析を実施
した。その結果，睡眠や精神的健康度には有意な季節差
は認められなかったものの，スポルクラブ会員において
睡眠問題が顕著に認められることを明らかにした。その
他，睡眠と精神的健康度が関連していることも明らかに
した3）。本調査ではさらに，11−12月のBMIが低く，身
体活動レベルが増加する傾向がみられたが，有意差では
なかった。食生活意識状況でも「運動健康」「食行動」「食
態度」「食意識」のいずれにおいても11月の方が増加傾
向にあったが，有意な季節差は認められなかった。
　平成25年２月中旬には，以上の結果をスポルクラブ会
員に返却しながら健康指導を行った（計２回）。スポル
クラブプログラム実施の時間帯に合わせて行ったほか，
健康相談室へ足を運ぶことが困難であることとも予想さ
れたため，トレーニング室内での対応も行った。返却数
は半数以下に留まったが，数名において継続的相談へと
つながった。さらに２月下旬には，スポルの年間行事に
合わせて健康相談室を計２回開講した。内容については
表２に示した。この時に初めて健康相談室の存在を知っ
たという方もいたため，周知が必要と考えられた。
　（2）学生を対象とした調査
　本研究グループではさらに，スポーツ系の学生の食生
活をサポートするための基礎資料として，本学学生180
名を対象に，食生活状況（摂食状況および食事時間）と
調理知識・技術に関する実態調査を実施した4）。その結
果，調理技術の差が日々の食生活を左右することが明ら
かとなり，健康を維持するための食生活の基本として調
理知識および技術の習得が今後の課題と考えられた。
　平成25年度には，参加者が定着する６月以降から活動
を開始し，計11回の健康相談室を開設した。相談内容は，
免疫力をつけるための食事や，嫌いな野菜をどう食べさ
せるかといった食に関する相談が主であった（表３）。
ただし，相談者がいないことも多く，どのように認知度
を高めていくかは今後の課題となった。３年間の健康相
談室の試みを総括すると，相談者の数は少ないものの，
専門家のアドバイスが相談者にとって心強い支えになっ
ていることから，今後も継続的に開設していくことが重
要と考えられる。
２）学外における健康サポート
　本研究グループでは，北方圏生涯スポーツ研究セン
ター内だけではなく，学外に向けての健康サポートにつ
いても検討した。平成23年度には，Ａ市で実施している
「まるごと元気プログラム」の体力測定に参加した高齢
者53名を対象に，健康・睡眠･食事に関する調査を行っ
た。また平成24年２月には同市の介護健康推進課が主催
した平成23年度高齢者介護予防講習会において，高齢者
を対象とした睡眠改善に関する講話を行った（『睡眠力
を伸ばそう〜今すぐ役立つ究極の睡眠術』）。さらにその
後も，同課の保健師を通じて地域住民からの睡眠相談が
なされ，これに回答するなどのサポート事業を展開した。
　さらに平成24年度には，北海道Ａ町民を対象として，
夏季（７−８月）と冬季（１−２月）の２回，身体活動
や睡眠等に関する調査を行った。夏季調査の結果では，
健康の維持が期待できるほどの身体活動量を維持してい
る群において，「食事量を調整している」人の割合が有
意に高いという結果が得られた5）。
　また本調査では，健康ニーズに関する調査も行った。
健康に対して「関心は非常に強い」または「関心は強い」
と回答した人の割合は70歳代が最も高く69.2％，次いで
60歳代65.8％，50歳代48.4％，40歳代が47.1％であった。
男女比較では男性が58.2％，女性が62.9％であった。健
康診断の受診率については，50歳代が最も高く74.2％，
次いで40歳代70.6％，60歳代68.4％，70歳代が61.5％で
あった。男女比較では男性が72.3％，女性が65.9％と男
性のほうが高い割合であった。
　健康に関する知りたい専門知識としては，70歳代では
「認知症予防について（50％）」が最も高く，「介護予防
について（37％）」「生活習慣病について（35％）」が続
いた。60歳代では「生活習慣病について（35％）」が最
も高く，「認知症予防について（27％）」が続いた。50歳
代も同じく「生活習慣病について（37％）」が最も高く，「栄
養・健康について（31％）」「認知症予防について（29％）」
が続いた。40歳代では「運動について（37％）」が最も
高く，「栄養・健康について（33％）」「生活習慣病につ
いて（27％）」が続いた。40，50歳代では生活習慣に関
するニーズが高く，高齢になるほど，認知症予防へのニー
ズが増える傾向にあると考えられる。男女比較では，男
性では「生活習慣病について（34％）」が最も高く，「認
知症予防について（30％）」「栄養・健康について（28％）」
表３　平成25年度の相談内容
１．食生活相談
　・免疫力向上のための食事について
　・嫌いな野菜を食べさせるための工夫について
表２　平成24年度の相談内容
１．食生活相談
　・油脂を控えた食事について
　・やせぎみでコレステロール値が高い場合の食事について
　・貧血に対する食事療法について
　・ダイエットの方法について
２．その他
　・自宅でできる筋力アップの方法について
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と続いた。女性では「認知症予防について（40％）」が
最も高く，「生活習慣病について（36％）」「栄養・健康
について（30％）」と続いた。全体的に女性のほうが専
門知識を知りたい割合が高い傾向にあった。
　町民が実施してほしいと考える大学との連携について
は，「いつでも専門家に質問できる体制を整える（36％）」
がどの年代でも最も高く，次いで「体力測定を定期的に
実施する（24％）」「運動教室等の事業を展開する（19％）」
「町民向けに健康に関する講話を行う（17％）」といった
回答が得られた。以上のことから，健康スポーツ研究分
野が進めている運動支援並びに定期的な体力測定会の
ニーズが高いことが明らかとなった（図１）。
　本調査結果が同町の健康づくり施策を考える上での貴
重な資料となったほか，本調査を介してサポートする基
盤づくりができたことは有意義であった。今後はこのよ
うな事例を増やしながら，北海道全域をサポートできる
仕組みづくりを目指していく。
２．競技サポートグループ
１）体力測定サポート
　平成23〜25年度の毎年２回（５月・11月）に冬季スポー
ツ選手（スキー・スケート）を対象とした体力測定を実
施した。対象者は，大学生スキー・スケート選手（平成
23年度35名，24年度33名，25年度30名），北海道スキー
連盟アルペンスキージュニア強化選手（平成23年度14名，
24年度15名，25年度15名），北海道スキー連盟・札幌スキー
連盟フリースタイルスキーモーグル選手（平成23年度56
名，24年度65名），北海道スキー連盟スノーボード選手（平
成24年度21名）であった。
　（1）アルペンスキー選手の体力測定
　アルペンスキー選手を対象とした測定項目は，先行研
究6）7）8）を参考として，身長，体重，体脂肪率，柔軟性
（立位体前屈），握力，背筋力，最大無酸素パワー，乳酸
性パワー，最大酸素摂取量，等速性膝関節伸展脚筋力と
した。
　春季（５月・６月）の測定では各選手の体力レベルを
把握し，トレーニング内容の指針を提供した。同一被験
者を秋季（10月・11月）にも測定し，その変化を検討し，図１　Ａ町における大学との連携ニーズについて
表４　スキーアルペン男子の体力測定結果（平成23年度〜平成25年度）
年
度 実施月 項目
身長 体重 体脂肪率 体前屈 握力右 握力左 背筋力 ハイパワー
ミドル
パワー
最大酸素
摂取量
脚筋力
（右）
脚筋力
（左）
屈伸比
（右）
屈伸比
（左）
cm kg % cm kg/体重 kg/体重 kg/体重 総watt/体重 平均watt/体重 （ml/min/kg）（Nm/体重）（Nm/体重） % %
平成
23年度
5月
ｎ 4 4 3 3 3 3 3 4 3 3 4 4 4 4
平均値（M） 171.2 69.1 11.2 13.0 0.8 0.8 2.6 15.9 8.4 63.9 330.5 322.3 53.9 50.6
SD 7.3 9.2 2.4 8.9 0.1 0.1 0.4 0.5 0.6 5.2 70.6 46.2 9.1 4.9
11月
ｎ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 2
平均値（M） 171.5 68.5 11.6 15.3 0.9 0.9 2.6 15.9 8.6 62.9 283.9 304.9 58.7 54.7
SD 7.5 9.3 2.0 6.0 0.1 0.1 0.3 2.0 0.3 7.9 21.0 60.0 7.3 4.5
5月vs11月 t検定 n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s
平成
24年度
5月
ｎ 7 7 7 6 6 6 7 6 6 6 7 7 7 7
平均値（M） 173.5 71.7 12.3 13.7 0.78 0.76 2.6 15.3 8.6 62.9 304.4 51.0 301.3 51.0
SD 7.7 8.0 2.5 7.8 0.19 0.20 0.5 1.1 0.4 5.1 60.5 4.1 56.6 5.8
11月
ｎ 7 7 7 7 7 7 7 6 4 6 7 7 7 7
平均値（M） 173.5 71.7 11.3 10.3 0.79 0.74 2.5 15.2 8.5 67.4 314.7 49.1 283.6 57.0
SD 6.7 7.8 2.0 10.5 0.14 0.12 0.5 1.5 0.3 2.9 91.5 7.2 86.2 10.8
5月vs11月 t検定 n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s n.s * n.s n.s n.s n.s
平成
25年度
5月
ｎ 10 10 10 10 10 10 10 9 10 10 10 10 10 10
平均値（M） 172.5 68.46 11.7 13.49 0.771 0.703 2.444 15.4 8.3 64.5 287.5 298.0 53.0 51.0
SD 7.1 9.2 3.3 8.0 0.1 0.1 0.4 1.3 0.8 7.0 43.1 64.0 4.2 12.0
11月
ｎ 10 10 10 10 10 10 10 10 10 9 10 10 10 10
平均値（M） 173.1 67.8 11.7 13.5 0.7 0.7 2.8 16.8 8.9 60.0 309.6 284.4 51.8 52.4
SD 7.5 8.8 2.5 7.7 0.1 0.1 1.4 1.7 0.4 3.7 44.4 94.3 3.0 3.4
5月vs11月 t検定 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. ** △（p<0.8） * △（p<0.7） n.s. n.s. n.s.
△p<0.1　*p<0.05　**p<0.01
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冬期間のトレーニングについての指導サポートを行っ
た。また，毎年，体力測定結果について研究報告を行っ
た9）10）。表４に平成23年度〜25年度までのスキーアルペ
ン男子選手の体力測定を示した。平成23年度は，５月と
11月値を比較して，最大酸素摂取量，脚筋力（左右）の
値が低下し，有意に向上した項目はなかった。このこと
からトレーニング内容・方法に大幅な改善が必要である
ことが明らかになった。
　平成24年度は，その課題を解決しトレーニング内容・
方法を改善した結果，最大酸素摂取量は５月の値と比較
した11月の値は有意に向上した。これは持久系のトレー
ニングの質・量を向上させた結果といえる。しかし，ハ
イパワーとミドルパワー，脚筋力のさらなる向上が課題
として明らかになった。
　平成25年度は，課題であったハイパワー，ミドルパ
ワー，脚筋力（右）の値が有意に向上したが，最大酸素
摂取量の値が有意に低下した。これは，筋力，無酸素性
能力のトレーニングを集中的に実施したため，それらの
値は向上したが，その反面，持久力系のトレーニングが
不足していたといえる。しかし，アルペンスキー競技は
１分〜２分間の競技時間であり，ミドルパワー中心であ
ることを考えると，今回の結果はアルペンスキー選手の
トレーニング結果として適していると考える。
　体力測定結果の個人データを選手個別にフィードバッ
クシートを用いてフィードバックを行った（図２）。 
　（2）モーグル選手の体力測定
　モーグル選手を対象とした測定では，体格および体力
要素の項目に区分して実施し，文部科学省の新体力テス
トに基づく全国青少年の測定結果と比較分析した11）。そ
の結果，全国青少年と比較して北海道のモーグル選手の
体格に関して，中学生では低身長・低体重の傾向がみら
れるが，高校生以降の年代においては全国青少年と身長
はやや低値であるものの同等の体格であった。体力要素
に関して，高校生以降の年代において，体重は全国青少
年と同等レベルになるまで増加するのと併せて，筋力要
素が反映される立ち幅跳びや握力，上体起こし，走力に
関して全国平均よりも高値を示した。この結果は，夏季
の定期的トレーニングの実施により筋量増加を主とする
身体づくりに反映されたことが示唆された。
　（3）スノーボード選手の体力測定
　スノーボード選手を対象とした体力測定に関しては，
50m走，300m走，50m8の字方向転換走，20mシャトル
ラン，垂直跳びを測定した。測定の結果，男子シニア選
手は男子ジュニアと比較して，垂直跳び，50m3往復走
で有意に高い値を示した。男子シニア選手は持久力の向
上，ジュニア選手はハイパワーおよびミドルパワーの強
化が課題として明らかになった12）。
２）フィールドテストの実施
　フィールドテストの有効性を検証するために，本学ス
ポーツ系学生団体に所属する学生を対象に，シーズン開
始時の４−５月，シーズン終了時の11−12月にフィール
ドテストを実施した。対象人数は，平成23年度は，延べ
281名，平成24年度は延べ261名，平成25年度は延べ41名
であった。データの収集後，体力レベルの分析を行い競
技毎に選手へフィードバックを実施した13）。
　平成23年度は，スポーツ外傷の有無とフィールドテス
トのデータの関連性について検討した。足関節捻挫の
既往歴調査，自覚症状に関するアンケート調査（FADI 
Score），フィールドテスト，足部アライメントおよび足
図２　スキー・スケート選手を対象とした体力測定
フィードバックシート
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関節可動域の計測を実施した。
　研究結果は捻挫既往足では，非荷重位で踵骨が内反し
ていること，また，荷重位で背屈制限が認められること
が明らかとなった。
　平成24年度は，フィールドテストにおける個別の
フィードバックシートの作成を目的に，新たにデータ
ベースシステムを構築した。フィードバックシステムに
は，フィールドテストのデータを入力することで，所属
チーム別の平均値，偏差値，最大値および自己ベストを
自動計算できる機能を持たせた。また，各テストにおけ
るチーム内の成績を，４段階のランク形式で表示するこ
とや，総合評価をレーダーチャートで表示するなど，選
手および指導者が視覚的に理解しやすいフィードバック
シートの作成ができるよう工夫した。これらの作業を自
動化するシステムを構築したことで，迅速なフィード
バックが可能となった他，大量のデータから即座にデー
タを抽出することが可能となり，競技者のサポートをよ
り充実させることに繋がった14）。
　また，平成24年度は，得られたフィールドテストのデー
タとスポーツ外傷の発生頻度との関連性を検討した。大
学生競技者134名を対象に，片脚で実施するフィールド
テストの内，Side hop test，Figure 8 hop test，Triple 
hop test，One leg Balance testの数値と足関節内反捻
挫の発生率の関連性について調査した。本研究では，片
脚のフィールドテストの数値の低下が足関節内反捻挫の
危険因子となる可能性は低いことを明らかにした。また，
足部アライメントおよび足関節可動域と足関節内反捻挫
の発生率の関連性について調査した結果，荷重位の背屈
角度の減少は足関節内反捻挫の再受傷の危険因子となる
ことが明らかとなった15）。
３）スキージャンプ競技へのサポート研究
　大倉山ジャンプ競技場のナショナルトレーニングセン
ターと連携し，スキージャンプのテイクオフ動作時にお
ける跳躍力の男女比較を行った。延べ375名の床反力を
計測し，男女差および年齢差（ジュニアとシニア）につ
いて検討した。結果，大きな男女差が示され，女子選手
は男子選手の約60％程度の跳躍力しか発揮されていない
ことが分かった。一方で年齢差は小さかった。これらの
結果から，女子選手の動作メカニズムが男子選手とは異
なることが示唆され，トレーニング方法開発のための資
料となった16）。
　また，バランス能力・跳躍能力向上のためのトレーニ
ング機器（Wii trainer）の開発を行い，その計測精度の
検証を行った。結果，跳躍時には高い精度で計測でき，
計測用の床反力計と比較しても1.5〜1.7％の差であるこ
とが示され，バランストレーニングに有効であることが
示唆された17）18）19）。
４）スポルアカデミックセミナーの開催
表５　スポルアカデミー実施内容（平成23年度〜平成25年度）
＜平成23年度＞
月日 テーマ 講師 対象
5/6,7 「ジャンプ動作における力学的左右バランス、フライト中の姿勢バランスについて」 山本敬三 下川ジャンプ少年団（21名）
8/9
「フィールドテストの目的と意味」 吉田昌弘
中高大学生のモーグル選手（20名）
「メンタルトレーニングについて」 竹田唯史
11/16 「下腿から足部までのセルフコンディショニン」 小林　匠 大学生陸上競技選手・指導者、一般参加者（60名）
＜平成24年度＞
月日 テーマ 講師 対象
5/25,26 バランス能力向上のためのエクササイズ 吉田真 福島県フリースタイル・ジュニア選手（20名）
6/9,10 ジャンプ動作における力学的左右バランス、フライト中の姿勢バランスについて 山本敬三 下川ジャンプ少年団（21名）
7/31 スキーのバイオメカニクス 山本敬三 北海道フリースタイル・ジュニア選手（18名）
8/8 成長期におけるスポーツ栄養の基礎知識 土屋律子 北海道フリースタイル・ジュニア選手
11/3, 4 「フライトのバイオメカニクス」「メントレの基礎＆集中力とは」「トレーニング指導」
山本敬三
他２名 下川ジャンプ少年団（20名）
＜平成25年度＞
月日 テーマ 講師 対象
6/8,9 スキージャンプ科学サポートプロジェクト（バイオメカニクス、栄養学）
山本敬三
蜂谷　愛 下川ジャンプ少年団（25名）
6/22,23 バイオメカニクス・キャンプ（理論）初級クラス 山本敬三 PT, 健康運動指導士,バイオメカニクス研究者（35名）
7/13,14 バイオメカニクス・キャンプ（理論）中級クラス 山本敬三 PT, 健康運動指導士 バイオメカニクス研究者（35名）
7/31 モーグルコーチのためのバイオメカニクスセミナー 山本敬三 北海道フリースタイル・コーチ（３名）
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　研究成果や最新の科学的試験を選手やコーチ・トレー
ナーへフィードバックする講習会として「スポルアカデ
ミックセミナー」を開催した20）。平成23年度は全５回，
参加者延144名，平成24年度は全４回，参加者延74名，
平成25年度は，全２回，延87名の実施である（表５）。
　参加者は，ジュニアスキージャンプ選手，モーグルス
キー選手，大学生競技者と各コーチ・トレーナーである。
内容は，「スキーのバイオメカニクス」「スポーツ障害」「ト
レーニング」「栄養」「メンタルトレーニング」，「バイオ
メカニクスの基礎」などスポーツ選手に必要な知識を科
学的根拠に基づき講習を行った。参加者からは，「動作
観察の考え方や視点が変わった，動作評価を行う上でバ
イオメカニクスの重要性が理解できた」といった意見が
述べられ，研究成果を還元することができた。
５）冬季スポーツ選手のサポート活動
　（1）トレーニングサポート活動の実施
　体力測定結果に基づき，冬季スポーツ選手を対象とし
てトレーニングサポートを実施した。先述した５月の体
力測定結果に基づき，トレーニング内容・方法について
コーチ・選手へ指導・助言を行った。
　指導サポートを行った選手から，ワールドカップ出場
（スキージャンプ，モーグル，スノーボード，スピード
スケート），世界選手権出場（スキージャンプ，モーグル，
スノーボード），冬季ユースオリンピック出場（ボブス
レー）を果たすことができた。北海道の冬季スポーツの
強化拠点としてサポート支援の貢献ができた。
　（2）競技力向上のための支援サポート研究
　冬季スポーツ選手を対象として競技力向上のための支
援サポートを実施した。具体的にはアルペンスキー競技
を対象とし，最新の技術内容についてナショナルチーム
コーチから聞き取り調査を行い，素早い切り換え動作，
小さな回転孤，外スキー荷重などが重要な技術内容であ
ることが明らかになった21）。
　また，アルペンスキー競技やモーグルスキー競技にお
けるタイム分析を実施し，選手へフィードバックサポー
トを行った22）23）。分析の結果，大回転競技においてはター
ン前半のタイム短縮が，回転競技においてはターン後半
のタイム短縮が必要であることと，各選手の技術に応じ
た斜面攻略方法があることが示唆された24）。
Ⅳ．まとめと展望
　３年間の研究成果として以下の点が挙げられる。
１）北方圏生涯スポーツ研究センター（北海道江別市）
を中心とした札幌圏内への健康サポートにとどまら
ず，北海道の各市町村においてそれぞれの特性に見
合った健康づくりをサポートする体制づくりができ
た。
２）調査研究，介入研究によって，季節（特に冬季の積
雪寒冷気候）が人々の健康並びに健康行動に及ぼす
影響について多くの情報を集めることができた。
３）北海道の冬季スポーツ選手を対象とし，最大酸素摂
取量，等速性膝関節伸展脚筋力といった特殊な測定
機器を必要とする専門的体力測定を実施し，各選手
へ測定結果をフィードバックしたことで，科学的な
根拠に基づく効果的なサポート活動を実施すること
ができた。また全国の上位に位置する北海道のジュ
ニア選手の体力測定値の基礎的資料を得ることがで
きた。
４）フィールドテストのフィードバックシステムを構築
することで，競技者のサポート体制を整備すること
に成功した。システムの構築により，簡便かつ迅速
にフィードバックシートを作成することが可能と
なった。また，研究期間に収集した延べ583名のデー
タを一括管理することにより，競技者の要望に沿っ
て即座にデータを提供できる環境を整備することに
繋がった。
５）北海道在中のスキー，スケート選手を中心とした冬
季スポーツ選手への体力測定・トレーニングサポー
ト活動を実施することができ，国際大会で活躍する
選手の育成に貢献することができた。
　今後の課題・展望として以下の点が挙げられる。
１）遠隔地における健康サポートとして，①事前調査→
②健康支援事業→③効果検証の一連の流れとしての
研究ができなかったため，今後の課題と言える。
２）情報の「集約」は達成できたが，「発信」という点
で課題が残された。赤平市民に対する睡眠の講習会
を実施するなど，モデル地域との間には強いパイプ
を形成できたが，北海道全体を活性化するためには
もっと広範囲に情報を発信するシステムが必要にな
る。Webを利用する仕組みやこれまで培ってきた
地域とのネットワークをどう活かしていくかについ
てさらに検討していく。
３）北海道の冬季スポーツ選手を対象とした体力測定・
トレーニングサポートの拠点として，今後もそれら
を継続実施していく。日本代表選手へのサポート
はもちろんのこと，それ以下の向上途上にあるジュ
ニア選手に対して科学的なサポート活動を行うこと
は，長期的な選手育成・競技力向上に有効であり，
本研究センターの果たす役割と考える。
４）フィールドテストおよびフィードバックの継続的な
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実施に取り組む。これまでの研究期間に確立したソ
フト・ハード両面の知見・技術を活用し，競技者以
外の対象者についても対応できるようシステムを整
備する。具体的には，スポーツ活動に取り組むジュ
ニア期や健康増進を目的とした中高年の体力データ
を収集し，各世代における課題を明確にした上で，
必要な情報を提供できるようなシステム構築を目指
す。
５）身体運動の科学的分析結果を，指導現場にフィード
バックし，競技能力向上と傷害予防に貢献するため
に，本研究で得られた知見をセミナー形式で，選手
や指導者に還元するプログラムを実施する。また，
他のスポーツ競技種目も対象に加え，競技特性に合
わせた研究手法（計測対象の身体能力，実験系，分
析方法）を確立する。
６）姿勢制御能力には，今回分析したフィードバック制
御とフィードフォーワード制御の２つの動作戦略が
考えられる。スポーツ動作のパフォーマンス向上で
は，両者の能力を向上させることが重要であること
から，今後は，フィードフォーワード制御について
も実験系を組み立て，そのメカニズムの解明に取り
組みたい。
７）フィールドテストの結果と，スポーツ外傷・障害の
関連性については十分な知見が得られていない。今
後は，データベースを更にアップデートし，既往歴
および現病歴を詳細に把握することで，フィールド
テストとの関連性を検討したい。それらのデータを
基に，スポーツ外傷・障害の予防介入に取り組みた
い。
付　記
　本研究は，平成23年度から平成25年度文部科学省「私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実
施したものである。
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